
平成17年度愛媛県ボランティア・コーディネーター等研修事業（全４回）

E-mail

お勤め先、所属機関・団体

前年度参加

参加申込書 □第4回□第3回□第2回□第1回

□しない□した

＜施設型＞

会場ご案内

◆JR松山駅から
伊予鉄市内電車＜道後温泉行き＞で20分、
「南町県民文化会館前」で下車して徒歩3分

◆伊予鉄松山駅から
伊予鉄市内電車＜道後温泉行き＞で15分、
「南町県民文化会館前」で下車して徒歩3分

◆地下駐車場30台（うち身体障害者用2台）

　駐車台数に限りがございます。満車の場合は
　近隣の有料駐車場をご利用下さい。
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ＮＰＯ法人 えひめＮＰＯセンター　事務所/松山市本町６丁目６-７ロータリー本町1117号室
TEL：090-8285-4055　Eメール：voluco@ehime-npo.org

参加申込書に必要事項をご記入の上、郵送でお申し込み下さい。同様の内容をEメールにて
お申込みいただいても結構です。電話でのお申し込みは受付できません。ご了承下さい。

平成17年度ボランティア・コーディネーター等研修事業 実施要領
＜施設型コーディネーター編＞

申
込
み

問
合
せ

第2回 相談の技術・傾聴の力
　ボランティア・コーディネーターは様々な声に敏感に
反応しなければなりません。相談にはどんなスキルが必
要なのでしょうか？また、何をどんな風に聞くことがで
きればよいのでしょうか？ボランティア・キャンペーン
の事例をもとに、ロールプレイを行い、ポイントをチェ
ックします。

10月27日（木）10:00～17:00
愛媛県総合社会福祉会館　視聴覚室
桑原 英文氏（JPCom事務局長）
菊池 修（NPO法人えひめNPOセンター代表理事）

第4回 ボランティア受け入れのプログラム作り
　前回に洗い出した社会資源の活用を考えながら、ボラ
ンティアがはじめの一歩を踏み出すきっかけとなるプロ
グラム作りを仲介型コーディネーター編参加者と合同で学び
ます。ボランティア・キャンペーン期間のプログラムを
検証し、今後のボランティア受け入れの体制を考えます。

11月30日（水）10:00～17:00
愛媛県総合社会福祉会館　研修室
太田 昌也氏（大阪ボランティア協会常務理事）
桑原 英文氏（JPCom事務局長）
菊池 修（NPO法人えひめNPOセンター代表理事）

第1回 ボランティア・コーディネーターのいろは
　ボランティア・コーディネーターには何が求められて
いるのでしょうか？サマーボランティア・キャンペーン
を振り返りながら、ボランティア・コーディネーターの
必要性、役割、機能などコーディネーターの活動全般に
ついて学びます。

10月14日（金）10:00～17:00
愛媛県総合社会福祉会館　視聴覚室
石井 布紀子氏（ワークシェア代表）
菊池 修（NPO法人えひめNPOセンター代表理事）

第3回 地域の社会資源を洗い出す
　様々なニーズへの対応には、あらゆる情報の収集が必
要です。そして集めた情報を活かすためには、地域課題
や社会制度について熟知していなければなりません。地
域の社会資源を洗い出し、ボランティア・キャンペーン
では何が足りなかったのか、どうすれば活用できたのか
考えます。

11月10日（木）10:00～17:00
愛媛県総合社会福祉会館　視聴覚室
太田 昌也氏（大阪ボランティア協会常務理事）
菊池 修（NPO法人えひめNPOセンター代表理事）


